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1  は  じ  め  に

高設栽培には,施肥法として培養液を用いる方式と肥効

調節型肥料をあらかじめ培地に混ぜ込む方式がある。肥効

調節型肥料を用いる方式は潅水装置も簡易なものでよく,

低コストな高設栽培ンステムとして関心が高い。しかし
,

肥培管理について検討した例は少ない。そこで,肥効調節
型肥料を用いるイテゴ高設栽培において,培地の種類,肥
料処方及び潅水回数が,生育,収量に及ぼす影響について

検討した。

2試 験 方 法

品種は「女峰」を用い,作型は促成栽培とした。試験は,
1日 あたりの潅水回数,培地の種類,肥料処方について各々

2水準の計 8処理区を設けた (表 1)。

採苗は1999年 7月 1日から7月 3日 にかけて行い,9 cl
のポリポットに挿し芽して育苗した。夜冷短日処理 (13℃ ,

表 1 処理区の構成

注 *1日 あたりの潅水量は150cc/株
*培地の種類 培地 1:ツト水性の低い山土

+く ん炭区
培地 2:排水性の高い鹿沼土

+や し殻区
*培地混合比 (容積比)

山土 (植壌土)7:く ん炭 3
鹿沼± 7:や し殻 3

*肥料処方 前期型 :月巴料の溶出量が前半に多い
後期型 :肥料の溶出量が後半に多い

表2 商品果収量と花房着花数

8時間日長,24日 間)終了後の8月 26日 に地上高110cI,
幅45cmの高設ベンチ上に設置した深さ20cllの発泡スチロー

ル製栽培槽に定植した。 1株あたりの培地容量は8′ とし

た。栽植様式は株間20mの二条植えとした。

生育調査は頂花房,腋花房の着花数を調査し,収量につ

いては週に 3回着色果実を収穫調査した。培地溶液を 2週

間ごとにポーラスカップを用いて減圧吸引して採取 し,

pH・ EC・ N00濃度を測定した。

3 試験結果及び考察

(D 肥料処方と培地の種類は商品果収量に及ぼす影響が大
きく,後期型の肥料処方と培地 2を用いた場合に商品果

収量が高くなった。潅水回数については商品果収量に及

ぼす影響は認められなかった (表 2,3)。

(21 1～ 3月 の商品果収量は,培地 2を用いた場合に高 く

なる傾向が見られ,期間合計収量も高かった (表 3)。

培地 1と後期型の肥料を用いた場合,栽培後期に土壌溶

液のECが高くなる傾向が見られたが,培地 1の土壌溶
液 pHと培地 2の土壌溶液 pH,ECに 差は見られなかっ
たことから (図 1,2),培地 1を用いた場合は培地2を
用いた場合より排水性が劣り,その結果,腋花房着花数

が減少し,商品果収量が低くなったと考えられた (表 2)。

13)肥料処方は,後期型では年内の商品果収量が高く,期

間合計収量も高かった (表 3)。 前期型の肥料処方を用

いた場合は,栽培初期に培地溶液中の硝酸イオン濃度が

高めに推移し (図 3),頂花房着花数が多くなる傾向が

みられた (表 2)。 しかし,草勢の低下が見られ (デー

タ省略),腋花房着花数は後期型より少なくなった (表

2)。

潅水回数 培地の種類 肥料処方 収量 (g/株) 収量 (g/株)収量 (g/株) (花/株)  (花 /株 )
1回   培地 1   前期型    1279     1096     2375     333     219
回   培地 1   後期型
回   培地2   前期型
回   培地 2   後期型
3回   培地 1   前期型
3回   培地 1   後期型
3回   培地 2   前期型
3回   培地2   後期型

1308           1069
1058           1346
1528           1474
81 0           1142          1952

1044           1278          2322
282          186
26 1          190

2377
240 4

3002

242 1

2703

303
287
274

300
263

19 6

252
282

968
105 8

1453
1645

196
236
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表3 各要因月1商品果収量

潅水回数

■～12月

(g/株 )
1～ 3月  期間合計収量
(g/榊   (g/株 )

回

回

1293
970

1246
1380

2539
2350
ns

培地の種類

培地 1 1110
115 3

114 6

1480
2256
2633
*

培地 2 10/4 11/2 12/,    1/15   2/23   3/21

調査月日

肥料処方

前期型

後期型

1029
1235

1259
1367

2288
2602

注 各要因を含む試験区の商品果収量を平均
*は 5%未満で有意差あり,nsは有意差なし
交互作用なし

図 2 培地溶液 ECの推移
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図 3 培地溶液硝酸イオン濃度の推移

4 ま

以上のことから,肥効調節型肥料を用いるイチゴ高設栽

培では,栽培前期に硝酸イオン濃度の低い肥料処方と排水

性の良い培地を用いると商品果収量が高くなることが明ら

かになった。
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図 1 培地溶液 pHの推移
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